
底からの高さが�[�FP�の平面で切った切り口が，半径� �([ �FP�の円である容器がある。１.

この容器の底から���FP�までの部分の体積�9�を求めよ。

D!��とする。次の問いに答えよ。２.

���　放物線�\ �D[ �と直線�[ D�および�[�軸で囲まれた部分を�[�軸の周りに���回転してで
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���　 �9 �と� �9 �が等しくなるとき，定数�D�の値を求めよ。
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